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井上 光男氏

進行役：　アビリティーセンター株式会社 事業開発グループ責任者
　　三宮 教敬

（司　会）　ここから、パネルディスカッションを始めさせていただきます。

　　　　　　アビリティーセンター株式会社、三宮と申します。よろしくお願いします。

　　　　　　まず、お二人の自己紹介からお願いします。

（井上氏）　私は、高知高専（高知工業高等専門学校）の土木工学科を卒業後、市内の土
　　　　　　木会社に就職、平成元年に退職し、地元の土建屋さんで働いていました。そ
　　　　　　の後独立をしましたが、「今あるものを見直して、お金をかけずにやっていく
　　　　　　のが一番ではないか」と思い、昨年4月に「によど自然素材等活用研究会」
　　　　　　を作り、今日に至っています。

（小松氏）　私は、漁業組合の仕事を20年程しておりましたが、退職後、奈半利町長から
　　　　　　奈半利町地域雇用促進協議会の事業推進員のお誘いを受けました。一旦はお
　　　　　　断りをしましたが、故郷に元気がないのと少しでも恩返しができればとの思
　　　　　　いからお受けしました。地域の方たちの考えを行政につなげる役割として、
　　　　　　力不足ですが、ぼちぼちとやっております。

（司　会）　お二方とも地元で活動されていたとのことですが、新たに活動されて地元へ
　　　　　　の思いや愛着は深まりましたか。

（井上氏）　はちきんねっとさんの「起業家養成講座」で町内の方とお話をすると、皆が
　　　　　　「町を何とかしたい」と思っていることや、お年寄りもいろいろなアイディ
　　　　　　アを持っていることが分かりました。そういう表に出せていないものを私た
　　　　　　ちの会が引き出して、一つにまとめて元気な仁淀川町・仁淀川流域になって
　　　　　　いければと感じております。
（小松氏）　愛着はありますが、入ってみて、皆さんの本心や思いが分かり、どのように
　　　　　　すればいいのか模索をしております。

（司　会）　ありがとうございます。

　　　　　　ここからは会場の記入シートに基づいて、ご質問をさせていただきます。

　　　　　　まず、なはりテレワーカークラブさんへのご質問です。

　　　　　　「テレワーカーとして働くためには、どのようにすればよいのか」というこ
　　　　　　と、「吉良川以東のテレワークの養成に来ていただけませんでしょうか」とい
　　　　　　うこと、「クラブ内にデザイナーさんはいらっしゃるのでしょうか」という点
　　　　　　についてお願いします。

（小松氏）　先ほどは、雇用促進協議会とご紹介をさせていただきましたが、なはりテレ
　　　　　　ワーカークラブにも所属しております。

　　　　　　まず、１番目の質問ですが、当クラブについて言えば、安定した仕事があり
　　　　　　ませんので、入っていただいても、というところがあります。ただ、一つ一つの活動をしっかりとやっていき、それを見ていただいて一緒にと思う方
　　　　　　がいらっしゃれば、やっていきたいと思っています。

　　　　　　２番目の質問ですが、要請があればぜひ伺いますので、当クラブへご一報く
　　　　　　ださい。ご相談させていただきます。

　　　　　　最後の質問ですが、先生ははちきんねっとさんですので、デザイナーはいま
　　　　　　せん。経験をしながら、真似をしながら、その中で自分たちのカラーが出せ
　　　　　　ていけたらと思っています。

（司　会）　ありがとうございます。

　　　　　　によどさんへのご質問です。

　　　　　　「以前、仁淀川流域で佐川・越知・仁淀・池川・吾川の『ソニア』という催
　　　　　　しをされたと思いますが、そういう仁淀川流域のイベントをされてはどうか」
　　　　　　というご意見と、もう一つ「仁淀川流域での協力体制を組まないのでしょう
　　　　　　か」というご質問です。

（井上氏）　まず、ソニアに関しては、「ジオパーク認定」を目指して、佐川町・越知町・
　　　　　　日高村・津野町・梼原町と取り組みを始めました。仁淀川流域の観光につい
　　　　　　ては、県からも担当の方を置いていただき、行政側としても一つにまとめて
　　　　　　いこうとしています。行政だけでなく私たちも入りながら、環境を切り口に
　　　　　　つながりを作り、将来的には久万高原町を巻き込んだ、仁淀川流域の共和国
　　　　　　のような連合体ができればと準備を始めています。

　　　　　　また「仁淀川お宝探偵団」のHPや、私のHP「によど自然素材等活用研究
　　　　　　会」、西森さんのブログ等で仁淀川の取り組みを発信しています。

　　　　　　あと、「仁淀川流域交流会議」というアサヒビールさんの仁淀川保全に対する
　　　　　　補助金の受け皿の団体を流域の市町村で作っていますが、そちらのHPでも
　　　　　　活動の内容を分かっていただけると思います。

（司　会）　続いてのご質問ですが、両団体さんに活動に関する資金面についてお願いし
　　　　　　ます。

（小松氏）　資金は、年間2,000円の会費です。あとは自分たちで仕事をした中で、その
　　　　　　一部を事務費に充てています。行政の協力もあり、事務所は無償で貸してい
　　　　　　ただいています。

　　　　　　当クラブは、「自分たちがやれることだけをやって資金を作っていきましょ
　　　　　　う」という方針で運営をしております。

（井上氏）　昨年4月に、町内の企業から40万円の寄付をいただき、そこからスタートし
　　　　　　ました。

　　　　　　最初に取り組んだ「森すみこ」という消臭剤の開発については、高知県の「豊
　　　　　　かな環境づくり」の補助金をいただきました。

　　　　　　仁淀川流域の環境活動に関しても、今年の「豊かな環境づくり」の補助金を
　　　　　　いただいて行っております。

　　　　　　インターンシップ事業は、仁淀川町で予算を付けて、講師の方や子どもたち
　　　　　　の宿泊費用等を出していただきました。

　　　　　　補助金頼みが多いのですが、元々は当会が係わった会社の売上げが上がれば、
　　　　　　その中から寄付をいただいて活動費にしていこうということでした。

　　　　　　つながりのできた団体さんが、作ることはできるのだが売りに行けない場合
　　　　　　には、代わって売りに行く、12月18日に高知駅東の家具店「ニトリ」南に
　　　　　　「土佐のふるさと広場」の新店舗がオープンしますが、そこに各地区団体の
　　　　　　商品を預かって売らせていただこうと思っています。

　　　　　　県のアドバイザーの方からは、「井上さんの所は高知県と愛媛県の県境なので、
　　　　　　仁淀川流域のいろいろな素材を愛媛県に売り込む、あるいは逆に愛媛県の素
　　　　　　材を高知県に売り込む商人になりなさい」と言っていただいております。

　　　　　　まさにそういった活動をして、補助金に頼らない体質を作っていくことが必
　　　　　　要なのかなと思っています。

（司　会）　奈半利町さんの方でもそういった販路の拡大について、ご尽力されているこ
　　　　　　とがありましたらお願いします。

（小松氏）　協議会としましては、自分は営業マンであると思ってやっています。

　　　　　　各団体さんに作っていただいたものを、こういったセミナーやイベントに参
　　　　　　加させていただく時には必ず持って来て、町のＰＲや試食・販売をさせてい
　　　　　　ただいています。

　　　　　　出口を探しつつ、物を作らせる。「個性を活かして作ってください、販売して
　　　　　　きます」という形でやっています。

（司　会）　そういった活動が外部の方々とつながった時に、外からの評価はいかがです
　　　　　　か。

（井上氏）　町外の方とは、環境活動を通じて関係を作っているところです。

　　　　　　越知町や土佐市、また久万高原町の方々から「補助金があるからするのでは
　　　　　　なく、このような良い活動はこれからも続けていかなければならない」、「最
　　　　　　初は環境から、将来はお金になるようにしたい」と言っていただいています。

　　　　　　「ぜひやりましょう」という反応ばかりですので、順調にいくのではないか
　　　　　　と手ごたえを感じております。

（小松氏）　受けた仕事のリピートがあって、それが評価ではないか、1回だけであれば
　　　　　　物珍しさや価格で依頼されることもあると思いますが、2回目、3回目にな
　　　　　　って初めて成果だと思っています。

（司　会）　地域の活性化に高齢者や障害者の方も一緒に進めていかれたらいかがでしょ
　　　　　　うか。

（井上氏）　仁淀川町はほとんど高齢者ですので、中心になっていただいています。今日
　　　　　　も試食の「イリモチ」等を作ってもらいました。

　　　　　　その中で「土佐自然工場」さんは、お年寄りにパートでお寿司を作ってもら
　　　　　　い市場に出すとか、お年寄りの作った野菜を仕入れて高知市内の直販店等で
　　　　　　販売をするような仕組みを行っています。お年寄りの方でも働く時間は短い
　　　　　　のですが、いろいろな人とお話ができる活動の場になっています。

　　　　　　また障害者では、仁淀川町出身で「正真正銘」というTシャツの文字を書か
　　　　　　れたりとか、本を出されたりしている方がおられます。今は東京で活動をさ
　　　　　　れているそうです。

（小松氏）　テレワーカークラブとしては、仕事をする目的で集まりましたが、身体の不
　　　　　　自由な方やお年寄りでも、一人では無理であってもここに集まって、その人
　　　　　　なりの適材適所という、カバーするのではなく協力し合いながら、自分の得
　　　　　　意分野を仕事に活かしていくためにグループが必要ではないかと思っていま
　　　　　　す。

（司　会）　折角ですので、西岡先生、その時の思いなどをお願いします。

（西岡氏）　パソコンを教えてもらえる所と思って入りましたが、「ワーク」ですので働く
　　　　　　ところかと思ったのが最初の印象です。入ったからには何かできることはな
　　　　　　いかと始めました。

　　　　　　独立をするのも一つの選択肢ですが、「奈半利にテレワーカークラブあり」と、
　　　　　　人を育てて継続させていきたいと思っています。

（司　会）　ありがとうございます。

　　　　　　講座、勉強会を行う中で、皆さんの意識はどのように変わってきたのでしょ
　　　　　　うか。また、各種講座へは自主的な参加だったのでしょうか。

（井上氏）　仁淀川町で行われました「起業家養成講座」へは、町内の団体や茶業組合の
　　　　　　方や高知市内在住の若い方といった幅広い方が参加してくれました。

　　　　　　最初は、消極的だったおばちゃんも議論の練習から入り、最後の方では自分
　　　　　　の意見を言えるようになりました。またマウスを動かしてパワーポイントも
　　　　　　自分たちで作ったりと、どんどん積極的になっていきました。

　　　　　　その中で皆に「なんとかせないかん」という思いがあることが分かってきま
　　　　　　した。これが後の「インターンシップ事業」や「仁淀川デザイン学校」「Bス
　　　　　　タイル」につながっていきました。

（小松氏）　テレワーカー研修について言いますと、協議会で募集をかけても人が集まら
　　　　　　ない、奈半利町でテレワークという言葉の認識がなかったので、まず一本釣
　　　　　　りから始めました。

　　　　　　２年目の終わり頃にテレワーカークラブができ、本日ここで発表をさせてい
　　　　　　ただいたわけですが、これがすごい飛躍だと思います。

　　　　　　グループでするということは、経費もかかるし、維持もしていかなければな
　　　　　　らない。テレワーク以外の付随することも含めて仕事なのだというところを
　　　　　　分かっていただいて、それも進歩かなと思います。

（司　会）　はちきんねっとの坂本さんは、仁淀川町のみではなく、奈半利町にも係わっ
　　　　　　て来られたそうですが、補足などありましたらお願いします。

（坂本氏）　奈半利町にも教育で2年半くらい係わらせていただきました。

　　　　　　まずは町民の方に知っていただく、地域はそこから始めないと駄目なんだと
　　　　　　いうところから、受講生を集められて、今「なてれ」さんの中心人物になっ
　　　　　　ています。

　　　　　　テレワーカーというのは仕事をもらうだけではなく、仕事を作っていかな
　　　　　　ければなりません。そんな地域の小さな仕事に応えていったのが「なてれ」

　　　　　　さんです。

　　　　　　最初から係わって来て、今日は皆さんの発表に感動しました。ありがとう
　　　　　　ございます。

（司　会）　最後に、今回のテーマである「つながり」について一言、お願いします。

（小松氏）　夢があり、目標があり、今現在、何をしなければいけないかが見えたら、そ
　　　　　　れが最初の一歩だと思います。小さな一歩ですけど、次につながるすごい一
　　　　　　歩だと思います。

（井上氏）　町内のつながりはこのようにできたのですが、他の団体や先生とのつながり
　　　　　　を作るため、また自分が勉強するためにいろいろなセミナーに出席しました。
　　　　　　どんどん自分の方から動いて、つながりを作っていく努力をしました。

（司　会）　どうもありがとうございました。

　　　　　　思いというものがあって、そこから行動につながり、必要なつながりは必要
　　　　　　な人に生まれるのだと強く感じました。

　　　　　　以上でパネルディスカッションを終了させていただきます。

PAGE  
1

